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炭素繊維シート接着工法による片持版補強効果の確認実験  
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■ 要  旨 ■ 

炭素繊維シート接着工法により補強した片持版の補強効果および疲労特性を確認するため、実物大試験体を

用いた曲げ試験および疲労試験を行った。 

実験の結果、炭素繊維シート接着工法を施した試験体は、高い曲げ剛性および曲げ耐力を保有することが確認

された。炭素繊維シート補強を行った試験体の初期剛性は全断面を有効とした計算値にほぼ近い値を示し、さらに

200 万回の繰返し疲労載荷終了後に行った曲げ試験でも、コンクリートの引張側を無視した計算値より大きい曲げ

剛性を保有していたことから、シートの拘束作用が部材の引張剛性の低下を抑制する効果はかなり高いことが判っ

た。また、200 万回疲労試験後の試験体の破壊荷重は未疲労時の約 80％に低下したが、設計荷重の 2 倍以上の

曲げ耐力を保持しており、十分に安全であることが確認できた。 
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